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H 第 2 の段階
E 第 1のい階
IV 第 4 の 段階
V 第 5の段階


























































（注 1) R. C. Majumdar, History of the Free-
do川島fovementi理 India,3 vols. (Calcutta, 1962～ 
G：，）.本書は t;)( C、みで合，＼十1坤Oペ ジ：歩近い hι！） であ
るが，インド独立運動史を悶つの時期にわけ，第 1の
1763～1863午、＇1時期， ./: J ，：・第 2＇寸断。～ 190：，＇γ ，！待






'.' t.こだし Ci）左 £i 会は，L'I 初 •！） 目的そ L II干すことな， 55 
2手に解散している（Vol.I, Appendix）。本書は厳衝に
政治史に限定され，多くの新資料を用い，全体として




配慮はみ九 H公v、。 J:） ト＿：＿ 7，第 3i、L Majumdarと
日告する。
日 2) flfajumdar, xxxi. 
Ci.3) 1.~； t 本来「「 J ド総合併江 HJ L f'，げる
｜！日和44年度。報告をなすものである。






ったが， 1915ff初頭イン Hこ帰Lr~ した。婦間後し















































































































































































































てのさなかにゲンディ－ t'i J 
は 'l＞、ャヲ←トJ也－J；山パ Iレド－ IJー：Bardoli,f.l＼に
おL、亡大衆的h不mwti宣言）jを開始すべく準慌qiで
あったが、 '.2ctμ ゴJ；九日に北 ｛＞ ドの Fャウリ・
8 ・1
'c が投獄された
, Chauri Chaura）村におし、て十fJic /J：かれTャウラ
ガンヂィーの全インド的競









特徴がしめされたυ これらの／，(f土，:1 ifH寺を r，可じくしごト rレゴの 1r~JJ支
〉たために寺弓－ -7 ＇ト置重 l1もそのfl
1夕、消滅1た。
、十『l>- J. I L 




この闘争iこっ／；く 2:l年以後の時てくり返3れた。i'.,数び）今ブ γ 卜J軍酌支持♂げてめの十のであるカ
に関心をしめさなかった。
( (I 1 ) Majumdar, pp. 15～16. 
(;i 2) りンヂ f の→／ソヂャ ノ〆ラ，、（.i:Jl!'cl)j[ 
～〉連，［；！） I，.；.／・・ハi;Ji三と ！＿ ,: 」I協））と小）Ji,（従かあるa
1¥if長ト：；Ji:止i主的ぺlt：と！て議会， yJ，廷，政府系γP校・
1’l宇tr:;-} > ;j. -1 E ソk，鎧＇i1守的な「f!！と i( 1ニント内コ
J レJ、1:J,_i J; 0¥'1 ｛：心It, ハグン 1 ン（「ィ、1f触日道上U)UJ
HI・., r tり，＼ f織り産業U)］＼及ぺ！があら G ？をおけ H
',i:'. .！•／｝、；ii 政 .G:, ・ ,{>I正1うこと 4予し，』宝I(]Lてi；、 j
'., t，・.占hlそi -,Hi九！りも j j /, t' ，；で；1りろ。
( I :l) じ H. Philips, The Evolution of India 
and 1ミ1kistan,1858 to 1947, Select Documents (Lon-
don, 1%2), p. 194.本，I;iJ 1 －＼サノ、統治山肢後の.）； J 
c JOO {I f.lにべ、： c'l氏料集として 1j（要ごある J T：だ
ガンヂィーおよびそのグルー－fは議会活動！年Hこ，支＇t'.J. { Lノド；二お：tる fギ 1ス加者にとって J士、
支配へ山抗議，.＇＞，｛ t1土を i,f ）ものでふ v pたと思われ
fーの態度これにたL、十るガン心。（「れどち，
いれが二；）主「） 7 J.政治的fli'J(,）（ハi土！えよ
IJ 'l, 非暴力－~ •• • :1 :.1政治的要素を s対日！日、／：三
ヤ＇，ー， 1
＇！：＇.サチ kイJ 三崎










L, イ l リス人，1:_家であるL記者ーの謡ij'’tit：こか七よ η
がι人られる J 以下 Philipsと略する。
（注4) Majumdar, p. 72. 
（注5〕＇vfajumdar ＇〕略（↓表（ pp.81～出） Lr ＿：のよ
う心経氾を めしてし ' ；＇。
ぐIt6 ) Majumdar Itガンデ iーがそのキラーアア
ト問題についてのそス νム支持の豆、議をみずから川開
し正い辺かったふとを必調 tている，，，， : HU  Jfンソ
ィーのA価・＇ L’句を三て＇＇ると思ど， 2l ! (pp. 58, 64 
-65, 92）。
（注7) Majumdar, pp. 87～8, 97-100. 
（注8) Z¥fajumdar, p. U7. 



































































































































「全体としてラホール大i誌を Lめるにレた〆 pた0二円二土；上に推し／ご；l[,i]JJ!Jj f，の1＆初であるが，
会は Jハトソ（／）大勝利であ〆》た jC, I 1Jとボ－ ~7-. 詰込のちの川司 (1936, 46年）の場台と l,ijじくこのi見（，
こω時のボースの運営委長みるのは当然である。トースi：上 tLば「こ（Ilこも重要な意味をもぜ》た。
ニミからのがJq;；主はガンT{ -i心ニネルーが協力し た出来事；土 γ ハトマとノ；Lヂ （ ・＇！ ト・／ γ！？・リレヲ
ぞれは：m年代末から40"'1-'1＼；上





J[:; (fl° fト ）.1J L/こが，J ノど " ’ 一'lノzf I )l,・ ・ネルーと山政治的民j江川
会 議 i＜左喫と （！）疎i主化、Jヘ i主仁主りを立i法しよ’
この時以来バン子ィット・ J• L • t Aーは
「ハトアU)' 買しごかわらゴる支持者である［＝
ニジ｝よト｝iC:., 、色内部分i土：l年；二古カ‘hたJ_ ( 
i: ザンディーはみ「かん独立要♂fくの先行と ！: ＇） ラ
これをき v ，かけとして熱狂的ともいえるほL fこOたネルーとむすんでボースなどの JI妥協的なた
その後の事どJl｝託契 flj[;i従運動がはじまったが，かくしてーと山指！，＇｝ ；こたL、すi［ミの孤立｛じをは点、；］‘
＼！ンドンにおける第 1次円卓会議（JO年1fちは，」 Hキ的lこnJ,zる反対日r¥c）カ弓なり山部分を少江くとも
力、ン「J～：l年 IJi)と会議派に上るボイコソト，二わりン／イ－~，＇）主Ii:ur~lはすることに ／Jt功した J
{ －γ－ ir { ＞協定（31年 3J 5 1）とこれにつかれがみずか九ハ決ぷ京；l二二、うよぷ；こっしにlごit、
日ゴ次円卓会議（31年9月～12月）どり' Jく｛木戦，1， これに:trけえうに主際にそ山「専 A 的な関心：
のIl¥席，不服従運動の再開（32年 I凡）と〆 J イいたかどう均川上数年を 1ィ、ですしご［l)jf》かとたる！
二れにつ J jくf恐怖の支配J(reign of terror）のEU'.!ボースなとの｛if，立化策につL、てみる（と、
よればこ JJ大会山内1｝後 'icC会設i氏 ケ／デ 1ーに kる：12if9 J]の［死にし、たる防iヂ・IJ；より人J>tti




}l ), ( ，：〆























!,I) ！｝） であ J字。t不IJfH;'t,i宝重＇1川 it県乃ミ皆無にひどい、二三 L1¥1;
1[., J.：会決，：；｛さきぴ）弓ふ寸る仁ろな＼， (,r）であり、
( -c'I {i_:，古士＇） ／：がわしむらにi> ,1ぜ、亡しIJ 'J ♂ 
Ltてが，〉て会議i)1~ か大会決
，；）正ノピ ι，ごとれを：JI葉fLたのは勺然であ J ，穴。ご
ぴ）：らな／ffj／，包 1 It,_ 7：ハで i堅命，1:l:l午 S)] 8 fl':!' tsか
I lぞ＿i主1，、 1,のもであり，、i、
v ；ごと j! ( ¥' 
ご）.: ; 工:1 J 













も，？ーノ、白) ・l(Jでふィ：：， I, I 
;,-: !)\,;~. －；十、
















びシ p イ、－ ;J,
会議派代友ど＇.， : cl",I市Lた宿三次IiJ「ド会議i士宗派
J ，特珠山利｝；~ 仁張する E ペ L ム代Jえたれの 1要求
スに j主した上うに目、,l,;jtるj ( 1:1っ
') ＞ γ ングJft!: に！~，j Lてか;j1,t'l身お上び、人々の心を




小会議i士、 fギ lJて J>I庁黙の支持をえtここれ t¥11
-;?;r！氏主主 x・に上＇＇ご失敗さ it'らわた土、人〉ご上、
I' ,t・ めにな／，，らの成果を 1,おさめ；；＿ icんa
I Lしも干:JJf）頭脳がたん t）かの外: ご,:nりj）を交友！









( I i!J .-I), l ；；ちた，・，：ti新ft!J）全 fl(y'.J fJ；破1表されるで-1, ,] el；高j；止 it.: :, ! ＇，、点、 ifに三「l'iイネ1;-1・1V1 i「る




Jυ と／）， i; ') l心；＞ itけ』； Lfこと Jメ〆〉二上； tf)t ！.ご 1よ•I; 
1,]H寺にle:Xfに逮捕l;-tハ釈：正’士会主詫i1Z:・ t .＇：め，二円会ぷしり＇｝:Jt'x:,1）キ，＼ 1t~i•Ef/Ji: て；tfドL、であん ：， " 








w、Jil1¥1たI：恒i'1ν】） : {!J'ifticl，支内己j 合 ：， ,:,. ,' IJ1 I t: ,.
,j I t / ｝~＇絞（ドJliI足時では／ぺ、；二円！井J,'-;j LIよか，たの5れたもゴlIo /J人三 L、われる η ベJ) ;:i~ ' ！？ごイ＼
スil:l三年お Jに l寸三二1斗 ！l決定！全だ｝＜ I ／ニル ーI寺lj11－＿でilf1：く？？ーごふらん‘心これはおう県｛！なには
JI. /;~ /? Iリ；十るも J，と ！（.，fこ（公式の停止決定は34'cfゐ九；ミ81（にこれは古川市J:JiiUflへ；1)1JC1J原l¥J，二t' ,-


































の断食は不服従運動の「転回点、」であ J , C 
IO 











































C il 1) 不ノレ…総｛なの全文は液者米見であ今か，
Majumdar (pp. 312～313）はその婆約をつたえている o
Philipsはかなり長い抜すいをふくむが（pp.228～233) 
{; i,ij選挙区宮IJに！＇.＜＇JI乙提案の部分主将軍告している仁
( ,t 2) ポ け’i/,rもネノレー惚；＇；－ Ci J起草者の l人と
あったが，インドの将来の地位については完全独立を
Ulえした少数派に隠した。 S.C. Bose, The Indian 
St,・uggle1920～1942 (Bombay, 1964), p. 150.土の！以
j ドartIとl ,1：ースの主蒋て払る同一題名υ，，作物
心li／め， PartI Iと！てポース＇・ ＇＂高山注ど 16篇ノ＇ i ' 
ている。以ド Bose正田討するの
('L 3〕 Majumdar,p. 317. 
( t 4) Philips, p. 237. 
( :l.5) Majumdar, p. 328. 
( i:6) Majumdar, p. 328. 
(iJ:7) Bose,p.173. 
(i a〕 Bose,pp. 169～170. 
Cit 9〕 Bose, pp. 28～29. S・＼ ＇レアはパ ／ / I’ 
ノa1,rのモヌ Lノ J i:, 47年仁け fンドの分割， l・zn 
L t: (Majumdar, p. 810）。
（｛七10) Majumdar, p. 330; Bose, pp. 174～175. 
(ltll) Bose, p. 175. 
( itl2) Philips, pp. 241～242. 
〔i+.13〕 Majumdar,p. 382. 
（注14) Bose, p. 258. 





( /118) Bose, p. 357. 






:l:i If-；ニ立i去イヒ5れ／三（随行；上：l7ヰ） これは， j握手;jlj
！主に，) 1.、ごitさき山コミコ｝ル裁定に来j濯をおく
づ｝離j空挙｜正出IJi.＇二 '-c才JI）、 Lん、tぷ属小＇＞／＼出〉；士
モ主 l-j_、J：ーイj{1］：二／，： ~; iていた ／こ三；－＇.;t_ l '_ l’e 
;1；，勺1 -, L J、；t人口ハ lfi＇；りを I_,h〆：、；ご j ¥t; 
／こ/J，＿ 川i議 山；＇，（）いりj!_r< :'r }il ;1、＇1ご心jlご， ' 
t-' ' 1/ 、－ 0 
ド/j位fifj宝刊し＇） 停止後， 会議派lt:l:l ffβn の~千三
委l-l.L，で itじめと山Iおよび決定に♂き，／；、［議した
か、［，可委員会パ、 宗派りIJ代女制｝）問題をめく yて
’；＇t1Jオ ；二五、見山差がふえ3 ことを fl~rt1；二（コミ y 1-－しノ
1"Ui；士受託HJJ「＇i守もん Lえt,:;、とJ)J出I主主＇.｛！；hラ
川二 i会J¥iirミit --・－I長j係芥・＼＇2J＞＇， 、－J;jl.心力、［，，］；口：
れぞれ大幅に削減3れよ二ボー λはこれに〆パ、て
I 'f I iソハ i、Ji土治通hi当4羊カ通よひJさま宇のにプJ: を
かしf二民主主i詫のt来勢1］：士おそれるようにな／，て
L、〈〉 --，＇ハ i、J ；士守イ←｝－ミ、、ノケな力で、i土なくな
，こ L、ア》 i-I tノιtL、ぺ亡 L、るカ；’ こjli土イ三＇ 'ih,l'






放le-L c－わら勺、ン yニ f 一主流派と政策トーの対立を~ ;'¥-
たし＇ (i Jに－；・ラサー｜ご（R.Prasadじパテル，ラジ
γIパラ千 γ1J !C. Rajagopalachari）など Gノ入、のi室
二／」、 v、Lか ／（ c：，解 iと’：＇t:t :tr・ irf Jふことを約＇ i{j /;f ；！主民が時六合／！＼ L、 -/ ＞ずィーの慰留によマyて
ふI Iて声iりjL ／三 , 2》c これはτ 与さ山ラ 3トーんた L、内l'L昨忠：を撤［1］したい s¥ 同年末にふたたび
会氏議（IJ延jくであるが、 三れでは会議派は連；血江 大会々ペムんかれた際、 このゲル－：7むからパチルカ込
どに上〈〕 L、ん ，jよる要シドを 1,fljl ,;LJ ifi}fしえよい、二 、:r{1氏悼の意図を表明した。 かれと字んーのfMjには
とに 7より， 't ／ι、決定をひ土ぺ山村 i二Jる 19：＼以i d支来 i ：の ！J• なりの差呉カ‘みとめられ‘ したが ＇） て
流治法全校本（iJ；二批判することんι ，＇1:kt仁L、であん 1> I_ i, I山if打〉対立となれば会議派は三分されてネ
λL，ウ‘も運営委l'_会flコミ τト～法定全日－ti災 j ルー h-,J;'ースーヤ会議派社会党に近，5v、たであろう
／：）／三ih1／）久］（、（イイ！fcソ要請をt[ii1r; L C ，、る Jか4 '.l 1、 ど内1ft損ljti/ tl来心心＇） jこ均‘，三付年宇の1蕩－frと［，i］じよ J) 
二）.1it, _!) ＞ノ イ一山令Lたi山：l!！｝《＆，＇ノイ、と（、： ;t,,: 卜二 r「！主4,Fりン二y イ一en;:
会I議i氏し7〕十1ι1ちfとlゲ）すとと i,に、：），iJR的対立の激 始、全取りドけた（心。ガンディーの意凶i土ネルー
（ヒ；二fこ1,寸ーら会議派刊の京任がその常任執行機関 をt']L,0）陣1出iこつなぎとめて会議派の統－をたも
に；集中して（、ふことをしめしている J っとともにひき－ ) -5さポースなどを孤立させ，さ
不服従運動後び）会議i:11~ の最初内大会は；M年10）」 らに：l7与に予定されている新統治Fはじめての，:i+I
であ〆、たが， 二れに光f二づことわに心・数iI i二L C ぷ会選挙iこそ／五えることにあマ，たと推定される9
[r,Jじボンベイで会議mそ社会党が結成されに。淫臥 ゲシ y ィ一派iこと，（ヰミースとことなりネルーは
の停J上にほとんピ十五する上うに Lて二円ょうよ仁組 必要とされたのであり， かれとの相違は許容され
織カ‘誕生したことは語、義深，， ＇か， これは会ぷ派内 たのである（i!7＼ガンデf一派とネノレーの関係が
の たl／［＼を杭－ L/:_'i_,，－＇＞で Itな〈人 ＿）；一正も努力lし
U 、i'.1-i！、つ／：。 こ山会議派内大会ではその波約！／
t!'Gl .~ h : ）三s:'i定員数および Al（、（定日数点、て
12 
J妄］lえjるうえでニロパ下と 29-fj＇－とを上仁車交してみると
し，uしがより d主要であろうか。 γ ジュムダール；土









































































;-J'、スが 三y：「あるいは巴:l(i年νワネ J¥., とことなって
勺；〆 f一派にと IJ許ねしえなし、存／1であり，；－；＜1
午にし、た.， Cガ〆「ィ－DKドネル」とむすん℃，j;
tJ-ポース合会議1r1~ 刀、 i"，追｝iJ. したとレえるであろ







此l{fとま民運長lj，／）け ，＇！；ぶおこ－，／.ニ。 干ラ」ソ vト
選出）jヤラホー，， ?iと i浪以来の｛工~tf，己℃会“お｝氏以二1 ミ
十 le,決定にJぇ之、Iしえず， そのことが司連日山銀大























: I t 主I℃lil].!;l, コミ二L /-Jし1nmfl、 て山｛也主主｛九il1n1 
J’l,'¥J題など i)，／ ιじ｝むか，品大Jl/¥Jむi,Uえ英闘争か
汁民有干11/J,-c 払）よこと :1.~ －コ i ! /,J。 ぷ 、λil'.l｝次j）必
t必l. ;J -1民ヴJ i' （‘ーのi1!i之｛本m:Jを強化j→
J、l-', 、子ー一、／－－＂＇ーィ I- '1  -0  
（.上 1）孔T日jun
「：l2) l¥fajum《lar,pp. 534～5:1:'i‘ 
「I.:-l) l¥fajumar, p. 5:17 
〈パ 4) Bose, p. '.l（同
(,: 5) I¥!. Brecher，九＇eluu・ .l l'olitical !Jiog-
raj>hy (Loudon, 1 叫5~1;, p. 2'.'4. 1 ,I;, I '・ , ，－山／！＇十ツ
!¥:: L J 1L (, L千，： ; ＇，ヘ川＇. （ιj'，乙 J lトBrcchcr; 
ri:; r 'J, 
「ifi) Bree lier, I'-'.!'.!7 
〔：L7〕 r ぷ尺 ＿1,J行 1う／~ , ' j人－ 1 /, ：、 （J勺，： ;' 
- •· (¥T. A K. Azad) : : ¥i 2戸： i戦，j，力）It;ふ
;, r _;, -' , . .,i'iii)¥ r llS1 Lてノ v、.－＿ r・"' ，リ r、ノLノ
', I u IレL! •i ' : : l"J,0 I ／：【ペサI],:'-:1 i t、fC1_
( ［＼手 L: ' y体， / -J i ; , 1,-i ;,/: 1 I；う v lζ 
;, i t，ι九%：二！＇I1/I 'l ：干ヲ・j,': f! 
14 
ilr Iなか J んI.' と，，，み f,I’！？ょの＇!'il析を力 ／ -j' -{ 』ご
fいLにt出そうと！なかっ f。んから，方、j）らと －，＇）。；J
五， uuとI,ど女王 ti r:），、ーとあノ J二_J とle'-; -:，.、るOM
A. K. Azad, India lV ins Freedom (Calcutta, 1959), 
p. 75.’v /'iか力／ソイ－ V.1:という山11.n－ーメか Lu 
! ,t Hl I,、／〉（よmdhi¥Ving ,;) ,1！（く J，ζBか，て ＜） 'J、j,;
, I'./¥ l，ここしJ1.：；っ：： !; / -':r 1 - ）！千－，1fにJi；るi事－，：； ),2 i 
j 、.｝，ィ：ノ C ，！、三小ご i，とく e：パ：子ノνi；ブうサ』 I・, 
2 A.、；［ しり公約＇.if（、を力ンプィーに（＇r, -.r，、；：， (Azad, 
p. 2lfi）。 γ←ザー I・ IJ本 ,ir：ι Lとi,: 19:15，ドかふ4i¥i!
九J;'i .': ＝士山， i I k ごfン 1日i¥.:<l.'Jノw,n1,ifiif:
j》；＿， 0 LI. ト Azad と m；~ J ,: , 
C, iメ〕 Majumdar,p. 557. 
( ,I 9 ) Brech er, p. 2:-io. 
( Ii 10) Philips, p‘347. 
（パll) l¥fajumdar, pp. 562～5fi:1 ; Azad, pp. HiO～ 
lfi'.!. 
Cii:12) Majum《far,p. 583. 
Un:~) ごjl .tごF ス仁 J ) L、ご／派あ ζ｝いIJ／皆
川『J；ヰイ！日、規＇.，仁に HJt、：、 ！＿ /J白少なくともかJi. , :!t/Ji'. l 
五／＼＇ l却3仁4ノ〉こ f Ii /1＼ぅKI（＼.・Fふ〆 ｝ －，。かれれJI:昨今
1-?{ ・' ' f －；ス人 ρ｝伝 （， ゾ＞ I c,！；てぺJ fンi'iてf; ，＋ら＼I,1/r: 
i A,, i' iK i'I , : ，い （c' I汗定的見解（Bose,pp. 314～ 
315），事i：.，牧1＇.！じ心ト fツ〔りIJ，再ギIJ山敏信（Majumdar,
]J. 7fl2) -': I i，抗日；，





ガー＇＇＂ (Rarngarh) C' 1#!νたが，これと同一時期に
l,ijヒ場rJでブナーワード・ブ占ロ、、，クを代表するポ














をlt：倒的にやぶってU、ゐがら (i 2i, 
(M. N. Roy) 
ボースVIミはロ
イを支持したのではなかったと思われる。 やがて
がースは 41）年 7月に投獄され， 」｜侍釈放さ；／c -c U、
た41年 1月にインドを脱出し 3月にドイツに到着
した（日本との介流は43年〉。ボースの会議派関長辞





























































このあやま，－，た考えが ・諸君の問題山大学の！区 いう他の極端にうつりつつあったj とアーザード
fklである！とのへこた［十。これは、モスレムiこと が述べてU、るのはそのごとをさしている (?J:9; 0 と
l ごの主たる邪魔物がイギ 1 でえの支配ではなく t ろして42年 7Jlに運常委員会はイギリスのインド
ドゥの存在であると明日了したにつとしいもので 撤退を要求する決議を行なし、， 8月の AICCはこ
あべ， この時以来連用はヒンド内の支配からの れを承認しあらためてイギリスへの撤退要求を決
モえレムの解放をい、そう；t〆＇:"i-:1とが） ':--j tり 議Lたイ110：、。とれが「インド撤退J(Quit India）要求
になる。 といわれるものて、あるが， いかに運動を展開する
l己年九月、 H本軍によるランゲーン陥誌の報に かに J コいてはこれ人の決議は単にガンディーに指
Jをした f干 IJス政府はただ t－，に戦時内閣々僚のケ 導を要請するとのべてし、るのみで，具体的な方針
I）十ブス（Stafford什 1pp,,1 を ｛＞ ドに派遣 Lて会 はを，》たく定ま，＇ていなかった。そのため AICCが
ぷ派ヤ連盟と刻印，：：: J ＇，、－ ，た。 この派遣い名分に i；の決議を行なった手一朝イギリス側が会議派の指
ア J リカ山！？：力に（とってなされたtLりであふて 符吉たむを一網打尽に逮嬬するとラ会議派として
I 7 ，白i台領山地位企ふたえるため戦－＇［，終結後に はιはや運動を指導する能力を失ったも同然であ
おIJ:，＆，：，議会の選挙全行なうことを提案 L／このみて、あ )’ !~" '.:'Y～：l4 {jミのー大民族闘争につ ／ 5く大衆運動
，／：治、「〕＇ o ＇司会議派とのうど i歩1:i決裂 Ljごっケ！！ と伐るはずであったインド撤退要求運動は会議派
Fてi.t' t ！：、｜司I寺にi；、く L.c:11J定さわた志i去 のj¥Efちとしてはこのように完全な失敗であ／’た。
ノEど,tiか川七1-1;, ・ゐ ρ＂1:]f：しえ，／＿（ l‘、場｛t-iこ；、t,
)jlJ{l/iJレ＇lJ&（ι，＿；－去制定士許‘：，司 Jri L < IιId，領のf也f,'1：を ＇-i Jと5年生え内ク 1）ゾ －fス提案と寸i実上 lまぼひと L
え〈；ことを i,提言fしご l，、る。 これはあき （， かにど い内下手のものを（しかもパキスタン分離をふくめて）




の行動を起こす必要にせまられた。 庁ン J f一以 離はちぢめられ，戦後になって会議派がナショナ
外の指導部にと ＇） 亡はそれは，1()年7月の19交要求 1）ズムの担ヤー予としーて， ボースのインド国民軍の
をい上いよれ宇宙jトこう♂ J「ことであ J ' ／こが， ガンテ ！日将兵を裁判におし、て弁護しうる根拠となったo
r におレて｛土京情はことなってL、／こじかれは， Fl Arce、の決議には，イギリス撤退後の暫定政府の
本ポ山インド攻撃内 rJ能ftを主えに L-~, { ¥ 1 J主;l-,がのべ f);/Lているが，以上の経過からみてこ
川，， fンド／う、 r・，撤去 J-~：，江「》ば fl 1ぐ桁tfンドJ交 わitおそらく力、LF、イーの見解ではなく，かれの
訟の必要企みとめなく ／（＿ るであろう A、，，インドと 主たる関心は， H本の武力にL、かに非暴力的に対
しては戦争をまぬがれ非暴力の原則を守りうると 処するかの点にあったと思われる。 QuitIndiaと
／－＇：；え、 イギリスのインド撤去を要ニ友することを主 はおそらくかれのこのような心理状態に適合した





















































































(:11) B口se,pp. ,142～343. 
（二七 2) Azad, p. :n. 
U3〕 Philips,pp. :138～339. 
( 1 l 4 ) '.lfajumdar, p. 603. 
「iHi〕 Azad,p. '.l3. 
（♂， i ti）ヲ L;,1 ,J;,.t; .Lr:'/ :/ , ;)L;!~ , ! Phih-
ps, pp. :35'.1～＇.l55. 
( ;1 7 ) '.I lajumclarパザ.， ) h政府！？ノ戦1ts1，ハ ）： ,I; 
I '・ . ） 、司 ・'.li¥Jl:1・, Jγ メ I " , 1 J1 〆 トマ＼マイ＇l，心γ
• I .I • ＇.、；・ (pp.耐17～631)
(;Ji-l) Philips,ppマ：371～373.
（｛上向〕 Azad, J〕.Tl 
CUO) 1, J ; ・ i, Azadに ll/H守dl ' ＇，ろ「ユ i';c 
1 pp. 77～79, 2:JP～242）】
C主11) lv1ajumdar, p. 692. 
( 112〕 Phili JS, pp. :l5fi～357. 
〔ゐLU) Philips, pp. :l57～360. 
(114〕 Azad,pp. 93～94. 
C,t:15) Selected Speeches of Subhas Chandra 
Bose (New Delhi, 1%2), pp. 223～22S. 





























この段階；土，法三次大戦の終結の前後から 17々 にたし、する裁判がはじまると， 会議派はかれらの





























危険iJ・あ〉たが， 与 Lデ f一派のぶース排除に上





支用をrtfJ去にゆるがせる ｛dEで9 2たE;t L、えな























































がなされたj C ,16 1と；刊似しているが，事実，会議派
は29＂子大会でネ Yレ一線；告を否定して以来，宗派問










































































Cd l〕 Philips,pp. :-l'.l:i～：-l97‘ 
(;L 2) .¥fajumdar, p. 737. 
C i_::-1〕：＼1ichaelEdwardes, The Last Ye山 ・sof 
βritish India (London, 196:-l), p. %.本，＇fU 46～47>{' 
与合中 dしと！ i：イ j : J士／「リょとあ.：：，＂ JJF、Edwardes
C IT7J；三i
( ;i 4) :vlajumrler, p. 753; Bree her, μp. :l08～：109. 
( ;I 5) Philips, pp. :l78～3時2
(IL fi) I¥Jajumdar, p. 7fifi. 
(. I 7) !'hi lips, pp. 382～384 
（、 J8) Philip町 pp.:!84～：185. 
( /! 9〕 Az山 1,p. 150. 
（υ10) Brecher, p. :315. 
〔；ul) ,¥Iajumdar, p. 769. 
en 12〕 Azad,pp. 154～162; .¥fajumdar, pp. 769～ 
774. 
(d 13〕 Azad,.¥1aj umdar / l 1,j －／＇；と 1 5 )1241！））決
5誌にはJ、Jl-・ v、：ぃJ
〔d14) 1-' ！レチ’ y タ： }) i山fl;i 1Iw, ：〆｝いて Fi Eι］. 
war<les, pp.] 17～119. t ;-~ Leonard l¥fosley, The Last 
])ays rゲ theBritish Raj (London, 1961）の仁h.I 
E人よ o t 、レ一 ._:) i1 n. iや；リノ 46～47;1iこ隠する i!J.
;tリよくあ斗。 L(下：viosley とli(Hζζ















































／三オしも白 ーアトリーび）勇気，先見， fシ Fへの跨？；＇＼：
をも j てはL、なカ‘ ）1こ」（ I 4) と！伝く dfilfしとし、る
ぷ， 以l二のこと，）' ，，しごこれに同立するととは1'1
ヰミt;:＇、0 ＼＇でふれた：； Jl s tiし＇） ケ I）、ソプス山下；）／c
i武説はこのアトリ一戸lfをうけて行tcわれたもの
である Jトヲ かれはここでアトリ M /fリ］を支持 L,
そ；／L；こしめされた Y fム・ IJミっト，J { ¥ ',Iスと
しナそれをこえてインドを統治 iらことか，＇ L'i米な
L、と L、うものでえ勺ること： I5,, { ,( IJてど Lては
二円ような期限十Iさ撤退かあるいはさ心に非常に
長期間イ L ドに日ど上るかのて I'd！ミ -;・ ,'JJ二さ~ I 





な分，~：1J 案を w 叫 I~ ＇ r; J :1口にこれを花火Lた
伝・'cこれit J：ンジ γーブおよび，にノゲル両川、！わ
分割にi立を開くもゴノで r'il年の内閣Nょim1荒戸明1・
とりふげられている小 pf干スヤン定；二 j[j'-1'1.j・ るも
のであぺたっ＇，＇－；！ fi月4flに7 ウントパ・示 Li土中主力






つ－Jし、て 6月11～15日の AICCが， とれを承認し
ナ，
J」。 その票決の結果は賛成 157，反対 29，棄権犯
( , 7）とも，資成15:l，反対 '.2（人棄権問 fャI8）ともっ
たえられる Clわ。 これにたいしラ連盟委員会は 6













flム〉；ふれ J乙：｝トトー／； ，、。 地方的な選択の場｛＼＇でも西北
辺先：，＞；［Ij）右権1N党票どこ〆ルヘート1阜の住民投票で
は｛t,d707］人の投票自ーがあったが，他（！） / くン IJソレ，


























































































































































な樹立を切望十るよ川こな J 日ごし、たが、 三のよ 7
な観点か九品 hれらのなかでも〉と七平く分主ljに賛
成しも〉とも強力にごれを推進したのは，：うールご
あった。 これど rH1＜にJιyご十／三l.'>/J，アーギー i、





もっていたり げンヂ fーはしばしはじ ：l,'7邸；二滞
在したし， :Ct営委員会さえもピルラ邸でひらかれ
たことがあ i た J 叶I寺これ 1＇，（｝）ケ！し－ f(t ( ¥ IJ 
ス企業の買収；＼どに上って l宮、然たら ｝J全ι＇）；こL、
た J て十た｝ 強力な「「l央政府の r，＇－－~， t.仁樹、止と L 、う
会議派の指｜白］の背後にはおそら〈二川上 ・1！；打力
資本家！首J〕要オリAあ J tたものと推定され心、 会口！1¥
ur(i't脳部カ‘二山ヒうな立場iこ立／ノ心、7り、 i/ ム -1 
ィーと c11.'.(;b'.UJ ：生仁たのはせ＼Mである n 会ぷ(11~ /jゐ
大衆運動を指導したH制切には If> J iーの｛｛E：土
/J寸Lfパ二ヒー｝ご必張不 11J欠でふ ，！こか、 どれれ－1'.!
:if H 月をも J ご終？と〉いまやガン千 f ーの＊/Ji~
間融和J）：晶子Ifはほとんど無視された。 このような










<.' 22） と述べたが，ふる 4意味ではその土おりの結宋；
とh一》 fこ（｝）＇（＇ あるG
7 Jl 4 Elにイギリス政府はインド独立法案を下
院に提出した。アトリーは 7月10日の下院での演
説で！i 2:!_' fインドの自治を達成「るための最善の
JJit Eどだえるうえでわれjノれすへてが i夜而 Lた];l
人ーの国難／t諸宗派miの相互の信頼と寛容の欠如む






どぺ ＇） く j車のJ昔前の延長のうえにあるものとし




の－nでふ ＇） た時以来の点、わら iざるアトリーの削
かみ r,).t~，山である。
こω段階＇ tアトリー声明をも J ，ζ はじま〉たo
;f_-;jL ft分；l/1］のり能性をしめすことによってイント



















「11スJ）；宣Pi'十Hf,!c人土してし 寸 AI L 17:1：日）！！日
IにriiM泊と Lご1虫＿，＇（ f士5*1i守し j二
{, 1. I ) f'l1ilips, pp. :¥<l i～：＼<J:¥ 
! 2) 1 '' ri. , , ・ .、♂ i＇的
1¥Tosley, lJ.ゴ02～21H，去l2～237 午／， I , 
(, I :l ) Edwanles. p. 119‘ 
( ' 4) l¥fajumclar, p. 790. l¥fajumd札r刀一’ト，，
IリJ', )l1:i1: I, v、 I :l/W ')!I I 政 if 」々 ｝ι；f'.りを？？
川 : て' 、7, c'J:: .-, ヘ「• ’i ！ 、(1》 791) , ーに I・ , IJ 
'7 • ! 1 ~~！ょと＇Jd，＇＇？ 目、’ケマ 1 ノ・二 1, tート IJ I){ ilj ! 
,{i rたにーい ： l、L) : J；：ゾF' ( -'・ 7, ，.、 1、九，・， r 
I /,八！i1'/1(1ご引＇・ ・, 「l叫，j7'f2 : ＇；より：｜｛： γ I・' 1「i! 
lリp11111'Ji¥1,1 1・ ;,;i, r・ 1 ・, , :1 , . ，，←ス：i
, . , '' j' / I r 、 i I ノ I . : C' I • ＇＜・ご， I、
-i; ＇！＿， 、エ IJ.＇』（i:IJ_r,:cて7，＇：、 t7，ウ－
I: ,j，力i • j ム： .: 1,::' ：•.ロノ： 1;, I, i；て ？ ＞アヰ Y:
1; u:t, ・" ・ご；，，.} I月： ' i，【ふ v, t I ¥V 1¥Tacma 
hれn B,dl，λ匂tio11a!is111and ( '111,utJ1is11 in Fast 
. l刊<l （九Tel,日LI了ne，三日ded., I斗:i>),p Ji，コ
( :L ~,) 1刊行（i、 J '・ －タ fJ、．
,:1;1 t↓，］ ',J . :' > I ¥:i/i i : ｛「；，） ', 1 ' ' l 、ツ
, , 1jil,: I、I:'_,l I' : I, I ;:_ i, ' -t (Mosler, p_ 
107) 
( , 6) !'hi lips, pp. :lリ7～40三
(:r 7) Majurmlar, p. 81:l：、 Edwar<le，ち F171. 
〔λ8) Brecher, p. 349. 
(Cl 9) Azad 1，：二＇＜川正＇，民主 29XtJ5
あやまりくら，， ; (Azad, p. l98)c 
〔；UO) Brecher, p. 34Y. 
C 11! Azad, p.l砧：L
（；↑12) Moslev, pp.（）持～102
(,11:-lJ Aχad, pp. 186～1持7
〔t114）～fajumdar, p. 811. 
ずいる c＇、＜ J 
〔li 1五） 。J,c , ケにわりふ iJ / r , 一γJ) L、C :t 




l¥fajumdar, p. 811. 
Brecher, pp. 384, 3Y9. こり協 J1r(! mが！1:
,'r: iをに［ネノレーーパテノLf判！，IJ といわれるi可販政治と
／正 ξ｝りとある。［付ilrよしYJノランス：：ノ、ラノLのタtf表it!ll li•I 
,J' Fみ~＇ドをぴかえよ 51119 Jに紋jI t 。
(/U8）孔fajumdar,p, 809. 
(itl9）ルfajumdar,p. 8 ll. 
(il:20) Azad, p. 94 . .t!: pp. 201～202 j，きょJl!t,
( d 21) Azad, pp. 21:l～22.5. 
( ;122) Azad, p. 186. 
( i2:!) Philips, pp. 40'.l～401,. 
（品査研究部）
